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わ
が
国
の
精
神
病
者
の
近
代
史
は
闇
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。

た
か
だ
か
半
世
紀
ほ
ど
ま
え
に
廃
止
さ
れ
た
精
神
病
者
監
護
法

で
処
遇
さ
れ
た
患
者
た
ち
の
痕
跡
す
ら
た
ど
る
こ
と
が
難
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
初
期
の
精
神
病
者
の
生
々
し
い
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
資
料
と
し
て
、
平
成
十
四
年
冬
に
「
昭
和
十
五
年
監

置
精
神
病
者
に
関
す
る
綴
」
（
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
）
が
見
出

さ
れ
た
。

こ
の
綴
は
五
百
数
十
枚
か
ら
な
る
書
類
の
束
で
あ
る
。
八
八

の
文
書
群
の
内
訳
は
、
［
１
］
監
置
に
関
わ
る
文
書
（
五
五
件
）
、

［
２
］
厚
生
省
に
関
わ
る
文
書
（
一
四
件
、
う
ち
二
件
は
欠
落
）
、

［
３
］
各
府
県
か
ら
の
文
書
（
一
九
件
）
と
大
別
で
き
る
。

［
ｌ
］
の
監
置
に
関
わ
る
文
書
は
、
①
監
置
許
可
（
三
一
件
）
、

②
監
置
患
者
死
亡
（
一
八
件
）
、
③
監
置
廃
止
（
六
件
）
に
分
類

さ
れ
る
。
さ
ら
に
①
は
私
宅
監
置
（
二
三
件
）
と
病
院
監
置
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〈
八
件
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
異
な
る
文
書
群
の
間
で
扱
っ

て
い
る
患
者
に
重
複
が
あ
り
、
患
者
の
実
数
は
計
二
三
例
（
男

一
九
、
女
四
）
と
な
る
。
医
師
の
診
断
書
、
監
護
義
務
者
と
所

轄
警
察
署
に
よ
る
監
置
許
可
願
、
県
警
察
部
の
作
成
文
書
な
ど

に
は
、
監
置
を
願
う
に
至
っ
た
状
況
や
監
置
の
必
要
性
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
こ
の
紙
面
で
は
紹
介
で
き
な
い
が
、

患
者
の
平
均
像
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
均
発
病
年
齢

は
二
六
歳
、
病
名
の
大
半
は
早
発
性
痴
呆
（
精
神
乖
離
症
、
精

神
分
裂
病
）
、
発
病
か
ら
六
年
八
ヶ
月
を
経
過
し
て
、
三
二
歳
で

監
置
が
開
始
さ
れ
る
一
方
、
②
か
ら
死
亡
患
者
は
一
八
例

（
男
一
六
、
女
二
）
で
、
死
亡
例
は
病
院
監
置
に
は
み
ら
れ
ず
、

す
べ
て
私
宅
監
置
で
あ
る
こ
と
、
監
置
後
六
年
四
ヶ
月
の
後
、

平
均
三
九
歳
で
死
亡
し
、
死
亡
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
精
神
病
を
主
と
す
る
疾
病
で
あ
る
。
ま
た
、
③
の
廃
止

は
六
例
（
男
五
、
性
別
不
明
二
と
少
な
く
、
い
ず
れ
も
監
置

開
始
か
ら
廃
止
ま
で
一
年
未
満
で
あ
る
。
文
書
の
性
格
上
、

個
々
の
患
者
の
経
過
を
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
（
私
宅
）
監

置
精
神
病
者
の
標
準
的
な
転
帰
を
線
で
つ
な
ぐ
と
す
れ
ば
、
二

六
歳
で
発
病
、
三
二
歳
で
監
置
開
始
、
三
九
歳
で
監
置
中
に
死
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亡
と
な
る
。

次
に
［
２
］
の
厚
生
省
に
関
わ
る
文
書
は
、
主
と
し
て
「
精

神
病
院
収
容
患
者
状
況
調
ノ
件
」
で
あ
り
、
各
道
府
県
の
公
立

お
よ
び
代
用
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
毎
月
の
患
者
数
、
退
院

者
数
、
死
亡
者
数
を
一
覧
で
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
分
県

に
は
こ
の
種
の
病
院
は
存
在
せ
ず
、
一
覧
の
患
者
数
は
常
に
ゼ

ロ
で
あ
る
ｃ
一
方
、
「
精
神
病
者
収
容
施
設
調
査
ノ
件
」
に
対
し

て
県
は
代
用
病
院
で
は
な
い
私
立
精
神
病
院
と
し
て
、
佐
藤
脳

病
院
（
現
在
収
容
人
員
一
二
と
別
府
脳
病
院
（
同
四
六
）
を

あ
げ
、
ま
た
公
立
監
置
室
に
二
人
が
収
容
さ
れ
、
私
宅
監
置
室

の
収
容
者
数
を
一
五
九
人
、
と
報
告
し
て
い
る
（
以
上
は
厚
生

省
予
防
局
『
昭
和
十
五
年
一
月
一
日
現
在
精
神
病
者
収
容
施

設
調
査
」
に
反
映
）
・
県
内
に
は
二
ヶ
所
の
精
神
病
院
し
か
な
く
、

収
容
数
か
ら
も
患
者
監
置
の
主
流
は
あ
く
ま
で
私
宅
で
あ
る
。

一
方
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
室
ノ
写
真
ノ
件
」
で
、
厚
生
省
は

精
神
病
者
監
護
法
お
よ
び
精
神
病
院
法
改
正
の
資
料
と
し
て

「
私
宅
監
置
室
中
収
容
施
設
最
モ
不
良
ナ
ル
モ
ノ
」
の
写
真
送
付

を
各
府
県
に
依
頼
し
た
。
大
分
県
は
私
宅
監
置
室
の
写
真
二
枚

と
公
立
監
置
室
（
市
有
監
置
室
、
大
分
市
上
野
）
の
写
真
三
枚

を
用
意
し
て
い
る
。

最
後
に
［
３
］
の
各
府
県
か
ら
の
文
書
は
、
知
事
ま
た
は
警

察
部
長
か
ら
出
さ
れ
た
逃
走
手
配
（
一
五
件
）
お
よ
び
そ
の
解

除
（
三
件
）
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
患
者
の
氏
名
、
住
所
や
逃

走
日
時
に
加
え
て
、
人
相
や
着
衣
、
行
動
や
方
言
な
ど
の
特
徴

も
記
さ
れ
て
い
る
。
逃
走
手
配
は
、
精
神
病
者
監
護
法
第
五
条

に
あ
る
監
置
患
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
の
行
政
庁
へ
の

届
出
義
務
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
監
置
患
者
だ
け

で
は
な
く
、
（
監
置
の
必
要
は
な
い
が
警
察
署
が
台
帳
で
把
握
し

て
い
る
）
非
監
置
患
者
も
手
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
分
県
資
料
の
探
索
と
検
討
を
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
に
し

て
、
今
後
は
全
国
的
な
規
模
で
近
代
日
本
の
精
神
医
療
史
研
究

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
は
ト
ョ
タ
財

団
研
究
助
成
Ｂ
（
「
精
神
病
者
監
護
法
下
に
お
け
る
監
置
患
者
の

暮
ら
し
と
地
域
社
会
」
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。


